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固体高分子形燃料電池（PEFC）の普及は、エネルギー問題、環境問題の観点からも

その普及が急がれているものの、低価格化や耐久性の向上など解決すべき問題は

多い。このPEFCの主要部材である高分子電解質膜は、Nafionのようなフッ素系高分

子膜が用いられており、代替する炭化水素系高分子膜の開発が盛んに行われてい

る。講演者は、フッ素系高分子電解質膜に代わる新たな高分子膜の開発を、超分子

的手法を用いて行っている。本講演では、スルホン化ポリイミドを用いた電荷移動錯

体複合膜の作製法とそのプロトン伝導性について発表する。 
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